
1 
 

職場とうつに関する論文のテキストマイニング： 
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Ⅰ．問題 

 

２０１４年地域・職域連携推進事業関係者会議「職場におけるメンタルヘルス対策の推進

について」よりの患者調査よると、日本の職場ではうつ病、職場適応障害者が１１０万人と

なり、その中でもうつ病患者は１９９６年２０万人から７０万人と約３.４倍となり、増加

の一途となっている。１９９９年にＳＳＲＩ（選択的セロトニン再取り込み阻止薬）が抗う

つ薬の画期的な特効薬として発売された後になぜ患者が３.４倍に増えたのか、考察すべき

点である。 

職場でうつ病の増加原因になる要因は、まず１番目として労働の質の変化が考えられる。

具体的には企業活動の高度情報化にともなって、労働者に対して変化に対応することを強

く求めている。２番目としては年功序列制度の崩壊により、実績主義への職場への適応不安

がもたらすことによるストレッサーが発生しストレスとなるが、そのことへの対処（ストレ

スコーピング）ができない。３としては平成不況の長期化による所得が増加しないことによ

り将来の生活不安が解消できない。４番目は職場の人間関係、人間関係の構築・維持に困難

を感じ続けている人がいる。 

人間関係における職場環境調査ではホーソン研究が有名。１９２４年～３２年シカゴ郊

外のウェスタン・エレクトリック社のホーソン工場の実験です。この実験からメイヨー教授

は、作業能率は職場の人間関係に左右されるという仮説を導き出した。会社の組織ではない、

人間関係にもとづき発生するインフォーマルな組織が存在し、この組織が職場の倫理や作

業能率を左右するという説です。 

1世紀前の実験結果ですが、今日でも厚生労働省の２０１２年労働者健康状況調査にとる

と１９８２年調査から一貫して労働者の 6 割がストレスを抱えている。６割の内訳では複

数回答によると、仕事の量や質での強い不安、悩み、ストレスは３０％なのに対して、職場

の人間関係では４１％の人がストレスであると回答している。仕事を効率よく進めていく
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うえで大切なのは人間関係であることは、１００年前のホーソン工場の実験結果と変わり

がないことに注目したい。 

うつ病など気分障害の総患者数及び患者割合の変化をみた（平成２６年健康づくり推進

本部会議資料）年代別ではどうであろうか、男性は総数割合ともに３０代４０代でピークと

なる。女性は３０代４０代でピークを迎えた後６０代７０代で再度Ｍ字ピークを迎える。 

この数値は男女ともに３０代４０代では職場での責任ある役職に就く時期、子育ての時

期と重なるので説明がつくが、６０代７０代の女性が再度Ｍ字ピークを迎える理由として

は、子育て終了による鳥の巣症候群が考えられる。もう一つの理由は夫が定年して自宅に朝

からずっといることにより、今までの生活リズムが大きく変化することによりストレスが

発生すると言われている。 

職場のうつ病、適応障害による、精神障害等の労災補償状況では（１９９９年に精神障害

等の判定基準が策定された）２０００年の申請請求２１２件から一貫して増え続け２０１

３年には１４０９件となっている。労災認定件数も３６件から４３６件と増加している。さ

らに自殺、自殺未遂は１９件から２００６年に６０人台に乗った後は６０人台で推移して

いる（例外は２００７年８１人。２０１３年の９３人は東日本大震災の影響が考えられる）。 

このように職場におけるうつ病、適応障害は統計上の数値からも確実に増加している。厚

生労働省はその対策として２０１５年１２月より５０人以上の会社でのストレスチェック

の実施を義務付けた。１２次労働災害防止計画目標では、２０１７年に事業所でメンタルヘ

ルス取り組んでいる事業所割合を８０％とした。 

メンタルヘルス不調者発生によるコストは、国立社会保障・人口問題研究所「自殺・うつ

対策の経済的便益（２０１０）労働者の平均賃金４２２万円から割り出すと、自殺・うつ病

の社会的損失は 2兆６７８２億円（２００９年推計）。６９才以下の自殺者２６５００人が

就労した場合の生涯所得 1 兆９０２８億円。２００９年うつ病を患った人の推計、労災補

償給付４５６億円、休業者が失った所得１０９４億円、失業者への休業給付１８７億円、生

活保障費３０４６億円、医療費２９７１億円、となる。 

この対策指針として１、心の健康づくり計画の作成・社内への通知、２、メンタルヘルス

教育の実施、３、メンタルヘルス推進担当者の選任、４、職場環境などの把握と改善、５、

メンタル不調者の早期発見と適切な対応、１０、職場復帰支援。雇用対策としては精神障害

者雇用の義務化（２０１８年４月施行）とした。 

うつ病を出さない職場として健康経営の重要性が言われるようになってきている。従業

員教育としてはストレスに強い心を持つためにストレスの基礎知識の習得では、ストレス、

ストレッサ―、ストレス状態、ストレス反応の理解。ストレスと生産性では、ストレス（ス

トレッサ―）が適度で心地よいストレスであれば生産性は高まることを習得する。逆に長時

間労働や仕事量が多いことにより、生産性が落ち疲れてストレスを跳ね返す力がなくなる

ことを習得する。 

ストレス状況を解消するための心のメカニズムとしては、健康な心の状態に対して、１、
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ストレスがかかった場合、欲求不満に対する心の耐性を持たせる。２、ストレスから回避す

る自己防衛機能、３、カタリシス、心の浄化作用の働きを持ち健康な心状態を保つ。 

ストレス反応としては１、身体的反応は、肩こり、疲労感、食欲不振、不眠、２、行動反

応はアルコール、ギャンブル、能力低下、遅刻、早退、欠勤、３、心理的反応は、不安、イ

ライラ、抑うつ、意欲減退、性欲減退、がおきる。 

適切な対処行動１、ストレスに強くなるライフスタイル、よい運動、よい仕事、快適な睡

眠、適切な休養、バランスの良い食事、２、リラックス法、交感神経と副交感神経のバラン

スのよい作用効果、ストレッチ、自立訓練法、腹式呼吸、３、最も重要なことの 1 つです

が、思考パターンの見直し、人間関係の見直し、この２つはポジティブシンキングです。 

うつ病・うつ状態の基本理解として、１、発病のきっかけは、１過労として、能力以上の

仕事２、生活上の変化として、昇進、転勤、結婚、転勤、新築、３、喪失体験として、失恋、

離婚、退職、大切な人との死別、ペットの死、子供の独立、がある。職場での対応の仕方は、

１，気配り、身体で出すサインに気を配る２，気づき部下の心中３、気づいたら声かけ４、

傾聴、聞いてあげる姿勢５、つなぐ、専門家につなぐ、家族、友人につなぐことである。 

職場におけるストレスチェックが２０１５年１２月から５０人以上の職場で義務化され、

厚生労働省は２０１７年度迄に８０%の職場でストレス対策の実施を指針としている。更に

努力目標としている５０人以下の職場でも、ストレスチェック対策を実施し高ストレス者

の低減を企図している。 

将来このストレスチェック制度の完全実施に伴ってうつ病患者の減少が図られるかはま

だ明確ではない。それを知る一つのヒントは、過去の職場におけるストレスからくるうつと

職場について振り返ることである。過去、ストレスにについて企業内でどのような取り組み

がなされてきたか、また時代に関連してどのような研究が行われてきたのだろうか。 

これらを把握することにより、今後職場における高ストレスが起因のうつ病について、ど

のようなプロセスチェック実施しそれがどのような結果をもたらすであろうか仮説を導き

だしたい。 

Ⅱ．目的 

本研究の目的は、過去 30 年間のうつと職場に関連する論文のタイトルを分析することで、

年代ごとにうつと職場のタイトルの用語の傾向を明らかにすることである。 

 

III. 方法 

1．分析対象と範囲 

データベース CiNii の検索結果を分析対象とした。論文検索のキーワードは「うつ 職

場」であった。本検索結果から確認できた初期の論文は 1980年であったことから、その年

から２０１４年までを対象とした。また、２０１５年は年度の途中であることから本分析の

対象外とした。論文タイトルは１９８０年から２０１４年までを対象として整理を行い、同

様のタイトル、職場と気分障害、および論文以外のタイトルを除外した数を分析対象とした。
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その結果、分析対象となった論文は６１４件となった。図 1 はデータ整理のプロセスであ

る。 

 

図１: データ整理のプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．分析の方法と手順 

 上記の方式で収集したデータをテキストマイニングにより分析した。テキストマイニン

グは，構造化されていないテキストから目的に応じた情報や知識を掘り出す方法と技術の

総称といわれている。テキストマイニングの分析プログラムは、数理システムの Text 

Mining Studio ６．０３を使用した。分析の手順としては、収集したデータをテキストデー

タ化し、エクセルで整理した上で、同ソフトで読み込んだ。 

 

Ⅳ．結果 

1．基本情報 

CiNii において検索した英語教育の論文タイトルをテキストマイニングした結果の基本情

報が表１である。総タイトル数は７０１タイトルであり、 

１タイトルの平均文字数は４４．７文字であった。また総文数は 1654文、内容語の延べ単

語数は５３１３で、単語種別数は２０３９であった。 

 

表１ 基本情報 

 

 

2．全体の推移 

著者名なしｎ＝87 件 

2016 年迄 n=701 

ｎ＝614 
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論文数は数値的には１９５０年に１件発生している。１９７４年から１９８１年を１つ

のカテゴリーとし、それ以降は７年ごとに年度を刻んでカテゴリー化していった。 

１９７４年以前１件、１９７４年～１９８１年３件、１９８１年～１９８８年２４件、１

９８８年～１９９５年２２件、１９９５年～２００２年３８件、２００２年～２００９年１

８２件、２００９年～２０１６年３２６件、２０１６年以降２２件、カテゴリーは全部で 8

カテゴリーとなった。件数としては６０４件これを表しているのが図１である。 

 

 ・図１ 年別件数の推移 

 

 

3．年代ごとの単語頻度分析 

 図２は上位 30位までの頻出語を年代ごとに分析したものである。 
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図２－１ 

 

表２－２ 



7 
 

 

 

 

・図２－３ 上位３０位までの頻出語（年代ごと） 

 

年代全体の特徴としては 1 番目の「職場」が３３０以上の圧倒的頻度でコンスタントに論

文に出ている。うつ病、うつ、職場復帰、メンタルヘルスは５０回以上の頻度で出ている。

年代別では１９９０年代迄が３０回だった頻度が２０００年代以降は３桁２００回以上に

なり、２０１０年代以降は３００回以上となっている。 

 

4. 係り受け分析 

図 3 で表された係り受け頻度解析の上位１０件を見ると、最も多かったのは、「職

場」―「役立つ」で最も多く１８件であった。次に「うつ」―「なまける」が１３件、同２

位が「職場復帰」―「なまける」１３件、４位が「職場」―「うつ」１０件、５位が「心」

―「健康」８件、６位が「職場」―「ゆううつ」７件と続く。７位が「新型うつ」―「対応」

７件、同７位「抑うつ」―「関連」７件、９位「学ぶ」―「できる」５件、同９位が「うつ

病」―「自殺」で５件、同９位が、「職場」―「戻る」５件、となっている。 
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図３ 係り受け分析上位 20語 

 

5. ことばネットワーク 

ことばネットワークは以下の方法で行った。その結果が図 4である。 

【動作】共起関係を抽出、 

【抽出単語品詞】話題一般 ( 名詞 - 動詞・形容詞 ) 

【共起ルール抽出単位】文章単位での共起 

【共起ルール抽出 最低信頼度】８０ 

【共起ルール抽出 個数】７０回以上  

【同一文中で重複する単語】同一文中で重複する単語を 1 回出現したとみなす 

【述語属性】述語属性の違いを 区別する 

【抽出述語属性】すべて 

【文字数フィルタ】1文字以上 

結果を見ると、まず「職場」が 1グループ化されており、次に「うつ病、自殺等」がある。

また別を見ると「メンタル対応、１０分間」、「うつ、なまける」、がそれぞれグループ化さ

れ、共通のテーマとして、「うつ」が挙げられている。 
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図 4 ことばネットワーク 

 

 

6. 注目語情報 

これまでのデータから頻度数が多く、うつ、職場において重要と思う単語、「メンタルヘ

ルス」と「対応」を注目分析において分析した。条件は両単語とも以下の通りである。 

【注目語 述語属性】全ての述語属性を対象とする 

【共起単語品詞】名詞・動詞・形容詞 

【共起ルール 抽出単位】行単位での共起 

【共起ルール抽出 最低信頼度】60 

【共起ルール抽出 個数】1 回以上  

【述語属性】述語属性の違いを 区別する 

【抽出述語属性】なし, 否定, 可能, 不可能, 要望, 疑問, 容易, 困難, 過度, 願望, 義務 

【削除語】なし 

【注目語を含む表現】２ 回以上  出現する表現のうち頻度上位 ２０個を抽出する 

【同一行内で重複する単語・係り受け】同一行内で重複する単語・係り受けを １ 回出現し

たとみなす 

結果は図５に表示されている。 
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図５「メンタルヘルス」「対応」の注目分析 

 

 

Ⅴ．考察 

(１) 本研究から明らかになったこと 

論文タイトルとそのテーマについては、１９９９年抗うつ薬 SSRIの発売でうつ病は減少

すると考えられたが、３．４倍に増加した。同様に文献も２０００年以降で増加している。 

 

 

 (２) 本研究の限界と今後の課題 

データベースとして CINIIしか使ってないこと。気分障害の検索をかけていないこと。 
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